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１. 評価対象区間
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１．評価対象区間

○当該区間は、九州横断軸の一部を担う九州横断自動車道延岡線の一部。
○沿線の熊本県山都町、宮崎県五ヶ瀬町、高千穂町は九州の中央に位置し、県庁所在地の熊
本市まで約60km、宮崎県北の拠点都市延岡市まで50kmに位置する。
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（資料/人口：Ｈ22年国勢調査）▲路線位置図

計画段階評価対象区間
（蘇陽～高千穂）

事業区間
高千穂日之影道路

延長５．１ｋｍ
開通済み

北方延岡道路
事業区間

（嘉島JCT～矢部IC)
延長２３．０ｋｍ

九州横断自動車道 延岡線 L=約95km

平成25年度
開通予定

(延長1.8km）

平成30年度
開通予定

(延長10.8km)

平成27年度
開通予定

(延長4.6km)

事業区間
（蔵田～北方）

熊本県

宮崎県

【131,182人】

【4,463人】

【13,723人】

【16,981人】

【4,427人】

【1,882人】

【3,092人】

熊本空港

細島港

延長４．６ｋｍ 延長８．５ｋｍ

総延長95㎞中
開通済み 事業中

8.5㎞ 32.7㎞

宮
崎
県
延
岡
市

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町

延岡市

日之影町

御船町嘉島町

熊本市

開通区間

評価対象区間○○○○



２. 計画段階評価手続きの進め方（案）
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

地 方 小 委 員 会

【平成25年10月】

第１回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価

手続きの進め方

◆地域と道路の

課題

◆政策目標（案）

◆地域の意見聴取

方法

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容の

確認

◆地域等の意見を

踏まえた対応方

針(案)

意見聴取

◆意見聴取内容
○地域と道路の

課題

○政策目標（案）

◆聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、

アンケート》

対象者：沿線首長

団体代表者

地域住民

企業等

意見聴取

◆意見聴取内容
○複数案

○評価項目

○複数案の比較評価

◆聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、

アンケート》

対象者：沿線首長

団体代表者

地域住民

企業等

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容

の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較

評価

◆地域の意見聴取

方法



３. 地域の現状と課題
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３．地域の現状と課題＜防災①＞

○九州中央地域は降水量が非常に多い地域であるとともに、豪雨等で山の斜面が深い地下
の岩盤から崩れる「深層崩壊」発生の危険性が高い地域。

○道路の全面通行止めも頻発しており、平成１７年の台風や平成１９年の災害により、孤立
地域が発生。

▲西臼杵郡日之影町
斜面崩壊（Ｈ17.9) 7

法面崩壊等による全面通行止めが過去７年間で404回発生

平成22年～平成24年（3年間平均）
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宮崎県 高知県 鹿児島県 和歌山県 富山県 静岡県 熊本県 徳島県 新潟県 岐阜県

平
均

降
水

量
（
m

m
/月

）

【宮崎県】

全国１位 【熊本県】

全国７位

降水量が非常に多く、宮崎は全国1位、熊本は全国7位

▲都道府県別降水量

（資料/熊本県、宮崎県提供）
周辺市町村を含む計2市13町5村を対象エリアに

県道以上の通行止めを集計

▲九州中央地域における通行止め発生回数

H19年度には、113回の全線通行止めが発生
椎葉村 H17.9

村全体が6日間に
わたり孤立

熊本市

延岡市

日之影町 H19.8
74世帯141人が

2日間孤立

9時間通行止
H17.9.6

14時間通行止
H17.9.6

3時間通行止
H17.9.6

▲H17～H23の通行止め箇所

(H17～23：通行止め ×）

174時間通行止
H19.7.7

▲旧蘇陽町大野（現山都町）
法面崩壊（Ｈ17.9)
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３．地域の現状と課題＜防災②＞

○宮崎県沿岸地域は南海トラフ巨大地震等により甚大な被害を受ける可能性がある。
○横断軸となる国道本数は少なく、救援ルートは限られている。
○近年も災害により通行止めが発生するなど、道路ネットワークとして脆弱である。

沿岸地域は震度6以
上の甚大な被害を
受ける可能性

南海トラフ巨大地震では
宮崎県沿岸は震度6以上の予想

九州の東側には、陸上自衛隊駐屯地がなく、
九州を横断する緊急輸送路は限られている。

震度階級

7 6強 6弱 5強 5弱 4 3以下

▲南海トラフ巨大地震の震度分布

▲横断軸の緊急輸送路の指定状況と災害履歴

沿岸部への救援ルート
は密度が薄い

×

N

S

EW

延岡市

宮崎市

日向市

日南市

八代市

鹿児島市

福岡市

西都市

北九州市

佐伯市

別府市

大分市

【小倉】

【飯塚】

【福岡】

【目達原】

【久留米】

【大村】

【別府】

【小郡】

【湯布院】

【玖珠】

【北熊本】

【川内】

【健軍】

【国分】 【都城】

【えびの】

×

×

×
熊本市

×

諸塚村

椎葉村

凡 例

高速道路

一般国道

陸上自衛隊駐屯地

※「くしの歯作戦」で公表されたルート
を基に算出

救援ﾙｰﾄ

▲救援ルートの密度

東北沿岸地域
（東日本震災の例）

久慈市

いわき市勿来

救援ﾙｰﾄ間隔は

約35km/1本

45

6

約515km

宮城県

福島県

岩手県

４

15ﾙｰﾄ

４

210

210

約264km

救援ﾙｰﾄ間隔は

約50km/1本

九州横断道延岡線

▲横断軸の主な災害等の内容

※図示したルートは、国道３号と国道１０号をつなぐ第一次緊急輸送路

（県庁所在地、地方中心都市及び重要港湾、空港等を連絡する道路 ）

自衛隊による救援活動



３．地域の現状と課題＜救急医療の支援＞
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○九州中央地域の多くは、６０分以内に第３次救急医療施設に到達できない空白地域。
○管外搬送も増加傾向にあり、脳疾患や心疾患の死亡率は全国平均の１．５～２倍。
○国道２１８号には急カーブ、急勾配の区間が多数存在し、患者への負担が大きい。

鹿児島県

九州中央地域は、第３次救急医療施設への60分圏外

▲第３次救急医療施設からの60分圏到達圏

151.3

98.2

299.0

154.5

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

九州中央地域 全国

脳血管疾患

心疾患

（資料/宮崎県衛生統計年報（H23）

（死亡率：人口10万人対）

※九州中央地域
山都町、五ヶ瀬町、高千穂町、日之影町、椎葉村、諸塚村

脳疾患や心疾患の死亡率は
全国平均の1.5～2倍

▲心疾患等による死亡率

管外搬送が増加傾向

94
98
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Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

（件）

（資料/各町ヒアリング）

近年
増加している

▲管外搬送件数（高千穂町、五ヶ瀬町の合計）

九州中央地域は、60分以内に第３次
救急医療施設に到達できない空白地
域となっている。

五ヶ瀬町役場～熊本赤十字病院：97分

五ヶ瀬町役場～県立延岡病院：85分

▲重症患者搬送時の時間経過と死亡率

長時間の輸送は
死亡リスクが高い

大分県

：救急救命センター
（第3次医療施設）

：主な近隣救急病院
（第2次医療施設）

：救急救命センター
60分到達圏 （資料/緊急事態における経過時間と死亡率の関係（1981））

宮崎県



宮崎県北定住自立圏共生ビジョン（H22.5）

■目指すべき将来像
圏域全体が活性化し、人々が安心して暮らすことができる定

住自立圏
■取組みの内容
・生活機能の強化：保険・医療・福祉の充実等
・結びつきネットワークの強化：人流・物流の根幹を成す高速交
通網や地域間を結ぶ道路網の整備等
・圏域マネジメント能力強化：圏域の次世代を担う人材育成

行政区域を超え、広大で
良好な工業団地を整備し、
大型企業の誘致及び雇用
の拡大を目指す。通勤圏
内の定住人口や流入人口
の増加が見込まれる。

工業団地の造成
及び企業誘致

３．地域の現状と課題＜雇用・定住（定住促進）＞

○宮崎県北地域は、人口減少が進行しており、高齢者の割合が高く、活性化が課題。
○延岡市を中心とした『定住』『自立』による圏域全体の活性化に取り組んでいる。

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6% 7% 8% 9%

山都町

日之影町

高千穂町

五ケ瀬町

九州

熊本県

宮崎県

資料： 【実績値】国勢調査 【予測値】国立社会保障・人口問題研究所
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30
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110

1980

(S55)

1995

(H7)

2010

(H22)

2015

(H27)

2025

(H37)

2035

(H47)

65歳以上
（老年人口）

15歳～64歳
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

100歳以上
95～99歳
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

（資料/H22 国勢調査）

若い世代の
割合が低い

高齢者の
割合が高い

※宮崎県北地域…延岡市、日向市、西臼杵郡、東臼杵郡

九州全体宮崎県北地域

対象地域は人口減少が顕著

▲総人口の推移（1980年を100とした場合）

▲宮崎県北地域の人口ピラミッド

九州全体に比べ、
高齢化が進行し、若い世代が少ない

定住・自立に向け、延岡市を中心と
した各種取組みが実施されている

大規模災害や特殊災害
時の対応を迅速に行い、
住民に対し、安全・安心な
環境を提供する。

消防相互応援

圏域の医療体制の維持・
充実を図るため、圏域の高
次医療を担う拠点病院と
地域医療機関との機能分
担による地域医療体制の
構築を目指す。

地域医療

▲延岡市を中心とした定住自立圏

10

宮崎県北定住自立圏



３．地域の現状と課題＜観光振興＞

○山都町や五ヶ瀬町では主要な交通軸から離れているため、歴史・文化等多彩な地域資
源を活かした体験学習観光を展開し、地域一帯となった取組みを実施中。

○また、高千穂町周辺には、高千穂峡等の魅力ある観光資源が多数存在。
○阿蘇くじゅう地域等との連携した滞在交流型観光地を目指している（「阿蘇くじゅう観光圏

整備計画(H25.3)）。
○観光客の回遊性向上が課題である。

11

【阿蘇くじゅうと連携した九州中央地域の広域観光】

地域資源を生かした体験学習観光の取組みや
滞在交流型観光地を目指した取組みが進められている

▲阿蘇くじゅう高千穂地域の広域周遊計画

（資料：平成24年観光統計
（高千穂町企画観光課））

高千穂町の観光入込客はピーク時は
約150万人。宿泊者は１割程度。

▲高千穂町への入込客数

137万人

13.5万人

152万人

15.5万人

阿蘇くじゅう観光圏整備計画（H25.3）

■目 的：人材育成とネットワーク化を図り、地域の発展に寄与する
■対象エリア：熊本県（阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、西原村、山都町）、

大分県（竹田市）、宮崎県（高千穂町）
■取組み内容：観光客の回遊性を高め、滞在交流型観光への転換を目指す等

資料：熊本県ホームページ

九州ハイランド活性化協議会

■目的：地域特性を守り、育てていくことで、環境との共生を考えた新しい地域観光を
推進し、地域の一体的な活性化を図る。

■対象エリア：熊本県（美里町、山都町）、宮崎県（五ヶ瀬町、椎葉村）
■取組み内容：受入体制整備、観光物産展の開催等

九州ハイランド活性化協議会



福岡県筑紫野市
（全農ミートフーズ）

※イメージ図

国道10号

高千穂町

東九州自動車道

資料： 高千穂地区農業
協同組合ヒアリング結果

国道218号は急ｶｰﾌﾞ・
急勾配の連続

▲宮崎牛（成牛）の主な出荷先と搬送ルート

宮崎牛(高千穂産)の出荷は、急カーブ・急勾配
の輸送を強いられ品質低下を招く

⾁⽤⽜
26%

鶏
13%

⽶
18%

野菜
23%

その他
農産
14%

その他
畜産
6%

沿線地域
156億円
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３．地域の現状と課題＜産業振興（畜産）＞

○宮崎県、熊本県は全国有数の肉用牛の飼育数を誇り、五ヶ瀬町、高千穂町など沿線地
域では農業算出額の約１／４を占めている。

○急カーブ・急勾配での輸送を強いられており、肉用牛の品質低下を招く要因となっている。

急カーブ・急勾配のストレス

肉に熱が蓄積（霜降り→赤身）

品質ランク１～２低下

ストレスで
やせると・・

急カーブ、急勾配で品質ランクが低下

高千穂産の宮崎牛は
日本一を連続獲得

５年に１回の和牛のオリンピックと
いわれる「全国和牛能力共進会」
で、連続日本一を達成

※宮崎県平均は肉用牛19%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

⾁⽤⽜飼育頭数

北海道
20%
⿅児島
13%

熊本 5%
岩⼿ 4%

その他 49%

宮崎９%

肉用牛
飼育頭数

宮崎：第3位
熊本：第4位

▲肉用牛飼育頭数

宮崎県、熊本県の肉用牛
の飼育数は全国で上位

（資料：H24畜産統計）

※沿線地域：山都町、五ヶ瀬町、高千穂町、
日之影町、椎葉村、諸塚村

▲農業算出額の割合

沿線地域の肉用牛の
生産シェアは高い

（資料： H18生産農業所得統計 ）

▲宮崎牛（成牛）のセリ価格の低下(実績等を基に試算)

（資料：JA高千穂の取引実績）
（資料：農林水産省「畜産物生産費」「食肉流通統計」）

(万円)

（ JA高千穂ヒアリングより)
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３．地域の現状と課題＜産業振興（物流活動）＞

○延岡線沿線の細島港は首都圏・中部圏・関西圏に位置的優位性を持ち、熊本港及び八
代港は釜山航路を有する広域物流拠点である。

○平成２２年に細島港及び八代港は重点港湾に指定、平成２５年３月には宮崎県内が「４５
フィートコンテナ物流特区」に指定。

○増加するコンテナ貨物に対応するため細島港では、ガントリークレーンの増設などを進め
ており、平成２６年度には国際物流ターミナルが完成する予定。

○細島港、熊本港、八代港の背後圏流動の拡大が課題。

資料：H23港湾統計
H17陸上出入貨物調査

100%

東九州地域では、港
湾出入貨物の背後圏
流動が小さい

東九州地域では、港
湾出入貨物の背後圏
流動が小さい

※搬出(輸入＋移入)

重点港湾細島港

出典：(社)日本港湾協会

71% コンテナ貨物自県内々率 ％

取扱貨物量は増加・回復傾向

H25年3月に45フィートの国際海上コンテナを
県全域で利用できる「宮崎45フィートコンテナ
物流特区」に認定。

九州唯一の「45フィート
コンテナ物流特区」に指定

細島港及び熊本港の取扱貨物は、
ほとんどが自県内での流通に留まっている

▲重要港湾 細島港のコンテナ取扱貨物量の推移

▲主要港湾取扱コンテナ数
・搬出貨物の流動状況

平成22年には、岸壁整備などに集中
投資する「重点港湾」に指定され、東
九州地域の物流拠点として機能を拡
充させつつある。

細島港では２基目のガン
トリークレーンを設置重点港湾に指定(H22)され、

H21→H23で約16%増加

（TEU）
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移出
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細島港
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45,103 

博多港
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-
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熊本港
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▲重要港湾 熊本港のコンテナ取扱貨物量の推移

H22→H23で約29%増加

輸出
 4,513

輸入
 4,910

移出
 546

移入
 245

八代港
10,214TEU

熊本港

100%
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▲重要港湾 八代港のコンテナ取扱貨物量の推移

重点港湾に指定(H22)され、
H21→H23で約52%増加

（TEU）

（TEU）

99%

八代港

中津港

油津港



４. 道路・交通の現状と課題
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○現在事業中区間が整備後も、九州中央地域の主要都市間（熊本市～延岡市）の時間距離
は他のネットワークと比べ差がある。

15

４．道路・交通の現状と課題＜都市間連絡速度＞移動のサービスレベル

資料：「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ」
（H23.12）をもとに国土交通省九州地方整備局試算

※都市間連絡速度：都市間の最短道路距離を最短所要時間で除したもの

約６２km/h

▲延岡線整備による都市間連絡速度の変化

都市間連絡速度が
大幅に向上！

熊本市～

延岡市間完成時

現 状 事業中区間完成時

▲都市・地域間移動の都市間連絡速度 ※速度は、民間プローブデータ(H23.4～H24.2)による平均旅行速度
及び事業中区間等の未整備区間については、設計速度を用いて連
絡速度を算出。

約４５km/h

約４９km/h

約５４km/h

現況（H25）

事業中区間完成時

蘇陽町～

高千穂町間完成時

※北方ＩＣ～延岡ＩＣ

図②

図①

※蔵田ＩＣ～延岡ＩＣ
※末市ＩＣ～日之影西ＩＣ
※嘉島JCT～矢部IC

図① 図②



宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町

線形不良個所
　曲線半径(m)　R=150m
未満

通行規制(回・時間）
H20～H24

４．道路・交通の現状と課題＜走行性＞
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五ヶ瀬TN

神都押方橋

高千穂TN宮崎県

神
都
高
千
穂
大
橋

熊本県

九州横断自動車道 延岡線 蘇陽～高千穂

・速度低下が著しい
・防災点検、土砂災害箇
所が多数
・通行規制が多発

・津花TNの老朽化が課題
・通行規制が多発

・R50～R100ｍ未満の区間が連続
・防災点検、土砂災害箇所が多数
・通行規制が多発

・速度低下が著しい
・事故も多発

・R100ｍ未満・縦断勾配7～9％
の区間が連続

津花TN

国道218号

325

218

503265

265

赤谷TN

旧蘇陽町 五ヶ瀬町 高千穂町

日之影町

＜急勾配区間大型車による車群＞

○国道218号は、九州山脈を横断しており、平面・縦断線形不良箇所が多数存在するため、
走行性が悪い区間や速度低下区間が存在。

○高千穂町では、市街地を通過するため、事故や渋滞が発生している。

＜事故発生状況 H22.12>

至 熊本

至 延岡

＜線形不良箇所＞

R100m未満が連続

約42ｋｍ/ｈ（旧蘇陽）
約22ｋｍ/ｈ（五ヶ瀬） 約33ｋｍ/ｈ

約21ｋｍ/ｈ（高千穂）

100件/億台キロ

R100ｍ以上
150m未満

R100m未満が連続

チェーン規制の多発区間
（６年間で通行規制が２７回・規制時間が約８００時間）

①～③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨⑩ ⑪⑫ ⑬ ⑭

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町

地図使用承認Ⓒ昭文社第５５Ｇ０７３号



４．道路・交通の現状と課題＜災害危険性＞

○防災点検要対策箇所や土砂災害危険区域などが多数存在。
○６年間で２７回のチェーン規制や急斜面の存在が課題。
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宮地嶽神社

上益城郡

山都町

五ヶ瀬町

西臼杵郡

高千穂町

日之影町

▼冬期の積雪・凍結状況▼災害状況 R218旧蘇陽町大野<H17.9> ▼現地状況（防災点検要対策箇所）

防災点検要対策箇所

チェーン規制回数27回(約800時間)／6年

4,080台/日
(11.4%) 5,675台/日

(10.2%)

6,018台/日
(10.2%) 6,554台/日

(17.7%)



５. 政策目標の設定
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５．政策目標の設定

地域の課題 道路による要因 政策目標

①防災
○災害が起こりやすい地域。

○宮崎県沿岸が地震により被災した場合、救
援ルートは限られている。

①災害時に機能する信頼性の高
いネットワークの確保

⑤走行性、速達性向上による産
業活動の支援

○現道が被災した場合、大幅
な迂回を強いられ、代替路
となる道路がない。

19

②医療
○第3次救急医療施設（熊本市、延岡市）への

搬送は、60分以上を要する状況。

○脳疾患や心疾患の死亡率が全国平均より高
い状況。

②熊本市・延岡市の第3次救急医
療施設への速達性・走行性の
向上

○現道は速達性、走行性に課
題がある。

○現道の走行性が課題。

○現道の速達性が課題。

○現道は速達性、安全性に課
題がある。

③中心市延岡市への移動の速達
性・安全性の向上による安心
した暮らしの支援

③雇用・定住
○高齢化や人口減少が進行。
○延岡市を中心とした『定住』『自立』によ
る圏域全体の活性化。

⑤産業
○宮崎県・熊本県は肉用牛の飼育が盛んであ

るが、長距離移動が肉牛の品質低下を招く。

○細島港、熊本港、八代港の背後圏流動の拡
大が課題。

④観光
○歴史・文化等多彩な地域資源を活かした体

験学習観光を展開している。
○阿蘇くじゅう地域と連携した滞在交流型観

光地を目指した取組みを進めている。

○現道の速達性向上が課題。
④歴史・文化的資源を活かした

回遊性の向上による広域的な
観光振興の支援



６. 意見聴取方法について
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６．意見聴取方法について

１．意見聴取の基本方針

２．意見聴取の方法と対象者

課題・政策目標（案）と道路整備の必要性に対する意見を伺う。

※１ ヒアリングは、地域の代表者及び企業等へ対面方式での意見聴取

※２ オープンハウスは、各自治体役場等での説明。対面での自由意見の聴取
オープンハウスの周知は町報などで広報

21

■意見聴取範囲

３．意見聴取の設問
■地域の課題、道路・交通の課題について

■政策目標について

■その他自由意見

※３ アンケートは、地域住民にアンケート票を配布し意見聴取

沿線自治体：熊本県、宮崎県、山都町、五ヶ瀬町、高千穂町 ５名

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所・商工会、
　　　　　　　消防署、警察、農協、漁協、観光協会　等

２５団体

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 主要100社

山都町

五ヶ瀬町

高千穂町

旧蘇陽町 全戸　1,500戸

五ヶ瀬町 全戸　1,500戸

高千穂町 全戸　5,000戸

３箇所

対　　象　　者

ヒアリング
※１

オープンハウス
（ヒアリング）
※２

アンケート
※３

【沿線自治体及び団体代表者】熊本県・宮崎県・関係町・団体への意見聴取

【企業等】熊本県・宮崎県・関係町の関係企業への意見聴取

【地域住民】沿線の山都、五ヶ瀬、高千穂の町役場等にオープンハウスを設置

【地域住民】山都町の一部地区、五ヶ瀬、高千穂町



６．意見聴取方法について
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◆アンケート調査（案）のイメージ


